
　　　　　　　　　　　　　　　注１

平成２３年５月１日現在　　

　作成担当者

学校法人　国際医療福祉大学　　　

[平成21年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

国際医療福祉大学　福岡看護学部　

　　　計画の区分：学部の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

届出

大学番号：０００
注３

　　　電話番号　　０９２ー７３９－４３２１

　　担当部局（課）名

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　０９２ー７３９－４３２１

　　　職名・氏名　　事務
ジ ム

部
ブ

　田邊
タ ナ ベ

吉男
ヨ シ オ

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２３年３月11日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０９２ー７３９－４３４３

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　y-tanabe＠iuhw．ac．jp

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。



 〒３２４-８５０１
　 栃木県大田原市北金丸２６００番１

届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タカギ　クニノリ ）

高木　邦格

（平成6年12月）

（ タニ　シュウイチ ） （ キタジマ　マサキ ）

谷　　修一 北島　政樹

（平成13年10月） （平成21年7月）

（ オダ　マサエ ）

小田　正枝

（平成21年4月）

（ オダ　マサエ ） （ ナガヒロ　チエ ）

小田　正枝 長弘　千惠

（平成21年4月） （平成22年10月）

（２） 大　学　名

( )

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　〒８１０－００７２

（３） 大学の位置

　　　　福岡県福岡市中央区長浜１-３-１

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　国　際　医　療　福　祉　大　学

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　国　際　医　療　福　祉　大　学　　　福　岡　看　護　学　部

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

変更の理由：前学長の辞任
変更年月日：平成21年7月
1日  　（２２）

学　　長

職　　名

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　記入してください。

変更の理由：新規採用
変更年月日：平成22年10月
1日　　（２３）
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　福岡看護学部

　　　看護学科

　　学士（看護学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 80人 -人 80人 -人 80人 -人

Ａ　 入学定員 (　　 　) (　－　) (　－　)

収容定員

80 32004

人年

人

平成２０年度

修業年限

　　　　　　　

備　　考
平成２２年度平成２１年度

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
編入学定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

入学定員

設 置 時 の 計 画

人年次

平成２３年度

(　－　)

259 487 526

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

245 485 515

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

147 188 148

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

102 102 103

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

1.281.271.27

1.27 倍

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

志願者数

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

(　　 　) (　－　) (　－　)

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

Ｂ　 入学者数

合格者数

[　－  ]

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

受験者数

(　－　)

[ 　　　 ] [　－  ] [　－  ]

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] 「－」 「－」 「－」 「－」 「－」 「－」

102 102 103

「－」 「－」 「－」 「－」 「－」 「－」

99 104

「－」 「－」 「－」 「－」

93

「－」 「－」

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

[　　－　 ][　　－　 ][　　－　 ][　　　 　]

300

１年次

備　　　　　考

201102

平成２３年度

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　　ください。

平成２２年度

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

計

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

平成２１年度平成２０年度

２年次

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して
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[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 ３人 うち平成２１年度 １０２人

[　-　] [　-　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

2.9%

（主な退学理由）　・就学意欲の低下 ２人　　　　　　・除籍 １人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 ３人 うち平成２１年度 ９９人

うち平成２２年度入学者 １人 うち平成２２年度 １０２人

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日） （主な退学理由）　・就学意欲の低下 ２人　　　　　　・家庭の事情 ２人

2.0%
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宗教と文化

文学

演劇論

人間と芸術

スポーツと科学

体育理論(運動療法)

生命倫理

教育学

死生学

社会生活と法

日本国憲法

文化人類学

家族と看護

国際関係論

ボランティア論

社会保障制度論

国際医療福祉論 国際性を目指した教育理念の充実

世界遺産と国際文化政策 を図るため、新たに科目を追加（22）

保健行動論 （メディアを利用して行う授業）

1・2・3・4通 1

1・2・3・4通 2

1・2・3・4通 2

1・2・3・4前 2

1・2・3・4前 2

1・2・3・4通 2

2

2前 2

1後 2

1・2・3・4後 2

1前 1

1・2・3・4前 2

1前 2

2前 2

2前

2

（１） 授業科目表

＜福岡看護学部　看護学科＞

２　授業科目の概要

科目区
分

総
　
合
　
教
　
育
　
科
　

1後 2

備　　　　考授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

教　授 助　教 助　手准教授 講　師必　修 選　択 自　由

1・2・3・4前 2

4後

1前

1前 1
保健師資格をもって取得可能である
養護教諭2種免許状について、本学
部のカリキュラムにおいて教育職員
免許法に規定する授業科目及び単位
数の不足が判明したため、養護教諭
2種免許状取得可能とするために開
講するものである。(２３)

1

（メディアを利用して行う授業）

情報科学 学修効率の向上のため後期へ変更（22）

情報科学演習

人間関係論

医学／医療史

　　　学生の理解度を考慮し、通年授業である

医療関連英語 　　医療関連英語を前期に、看護英会話

　　　を後期へそれぞれ変更（21）　　　　　

看護英会話

医療ハングル 本務先の都合により、後期へ変更（21）

日本語表現と作法

発達心理学

臨床心理学 教育効果を高めるため前期へ変更（23）

カウンセリング論

音楽療法

看護形態機能学Ⅰ（形態）

後期の専門基礎科目の教育効果

を高めるため前期へ変更（22）

看護形態機能学Ⅱ（機能） 看護形態機能学Ⅰの履修後がより学生の

免疫と感染 理解度が増すため、後期へ変更（２１）

臨床薬理学 学修効率の向上のため後期へ変更（23）

病態栄養学

病気の成り立ち

リハビリテーション学

保健福祉行政論

健康政策論 教育効果を高めるため前期へ変更（22）

保健医療福祉制度論

医療社会学 教育効果を高めるため前期へ変更（22）

公衆衛生学

 １通 1

1前 1

1後

1前

1前 2

1

2後　2前

3前 1

2

2

３前

３前

 １後

1前

1後 2

1前 1

1後

 １通 1

1後

1前

 １通 1 1

1・2・3・4後 2

2 1

 １前 2

1通

2前 2

4前 2

2

1・2・3・4後 2

4前

2後 2

3前 2

病態生理学Ⅲ（脳神経・小児等） 2前 2

病態生理学Ⅰ(呼吸器・循環器等) 1後 2

病態生理学Ⅱ(消化器・内分泌等) 2前 2

3 2 3

2前 2

1後 2

 １前

2前 2

1前　1後 2

1

1

　
目

1



健康現象の疫学・保健統計学 教育効果を高めるため前期へ変更（23）

国際保健論 教育効果を高めるため前期へ変更（22）

教育効果を高めるため前期へ変更（22）

看護学原論

理論看護学

看護過程論

看護倫理

フィジカルアセスメント

感染看護論 教育効果を高めるため前期へ変更（22）

生活支援技術論

臨床関連技術論 教育効果を高めるため後期へ変更（22）

在宅ケア概論 教育効果を高めるため前期へ変更（23）

在宅ケア方法論

地域看護学概論 教育効果を高めるため後期へ変更（22）

地域看護診断論 教育効果を高めるため後期へ変更（22）

地域看護方法論

地域看護管理論

地域・在宅看護学実習

精神看護学概論

精神看護方法論 学修効率の向上のため配当年次を変更（22）

２後

２後

2後

3後・4前

3前

3前

1後

1前

1

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

３前

1前

3前

1

1

 ２後 2

2

4 1 2

11

2 1

1 ３前 2

1

 ３前 2 1

2後 2 1

2後　2前 2 1

看護過程論実習 2前 2 5 7 6 4

コミュニケーション・生活支援実習 1後 1 5 7 6 4

4

 ２前 2 5 7 6 4

1通 4 5 7 6

 １後 1 1

1後 1 1 1

2後 1 1

1

2前 1 1 1 1

1後 2 1 1

1前 2 1

基礎ゼミナールⅡ（実習） １前 1 5 7 6 4

基礎ゼミナールⅠ（演習）  １後 1 5 7 6 4

2後　2前 2

4前 2

精神看護方法論 学修効率の向上のため配当年次を変更（22）

成人看護学概論

教育効果を高めるため後期へ変更（23）

教育効果を高めるため前期へ変更（23）

老年看護学概論

老年看護方法論

小児看護学概論 教育効果を高めるため後期へ変更（22）

小児看護方法論

教育効果を高めるため後期へ変更（22）

総合看護演習

看護管理論

看護教育学

災害看護論

国際看護論

研究方法論

卒業研究

総合看護実習

　　　　で、前年度報告時 (平成２２年度に届出された大学等は届出時) より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し、「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

２後

２後

 ３前

2後　2前

1

1

　 　
4前 2

　 　　 　 　 　 　
7 6

6

5 4 5

4通 2 5 7

3前 2 5 7 6

14後 2

4後 2 2

4後 2 1

6 4

4後 2 1 1

2

4後 1 5 7

1 1

リプロダクティブヘルス看護学実習 3後・4前 2 1

2

小児看護学実習 3後・4前 2

リプロダクティブヘルス看護方法論 3前 2

リプロダクティブヘルス看護学概論  ３前 2 2

3前 2 1

2

老年看護学実習 3後・4前 4

成人看護学実習Ⅱ(慢性期・終末期) 3後・4前 2 1

1

1

1

成人看護学実習Ⅰ(急性期・回復期) 3後・4前 2

2後 2 1

1

1

2前 2

1

1成人慢性期・終末期看護方法論

1

13

1成人急性期・回復期看護方法論 2前　2後 3

1 1

2前 2 1

1

精神看護学実習 3後・4前 2

 ２後 2

　　　　反映させてください。(ただし、「(３)未開講科目」欄には記載する必要はありません)。

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても、「(１)授業科目表」にはその状況を

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また、前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

 

　　　　　なお、昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

2



（注）・未開講である場合や、配当年次に関わらず、教育課程上の授業科目を記入する(資格に関する課程など、

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。)とともに、〔　〕内に、届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。(記入例：１科目減の場合：△１)

（２） 授業科目数

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

科目 科目

備　　　　　　　　考
計必　修 選　択 自　由

科目 科目 科目 科目

必　修 選　択 自　由 計

[　３　]

科目 科目

62 27 89 62 30 92
[　　　] [　３　] [　　　]

3



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

　　　　科目があった場合は、(１)「授業科目表」にその状況を反映させてください。)

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。(ただし、未開講

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

　　　　知方法」を記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
＝ 0

4



備考

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0㎡

7,592.36㎡

(１) 区　　 分

運動場用地は校舎敷地
と別地
運動場用地は福岡リハ
ビリテーション学部
（大川）、所要時間約
52分、距離約60ｋｍ

情報処理室は語学学習
施設を兼ねる。
演習室が11から8に変
更したが面積は減少し
ない。

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

専　　　用

0㎡ 9,165.54㎡

（9,165.54㎡）

演　習　室

新設学部等の名称 室　　　　　　数

福岡看護学部

（補助職員 人）

　 　　室

0㎡ ―　　　㎡

情報処理学習施設

　１　　室

1,986.36㎡

（9,165.54㎡）（　　　　0　㎡）

語学学習施設

1,986.36㎡

計

３　施設・設備の整備状況，経費

（福岡天神キャンパス）

7,592.36㎡

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

9,165.54㎡

〔うち外国書〕

0㎡

（　　　　0　㎡）

〔うち外国書〕
標　　本

電子ジャーナル
視聴覚資料

　２０　　　　室

　

実験実習室

８　　室

講　義　室

８　　室

図　　書

(４) 専任教員研究室

(３) 教　　室　　等
３　　室

（補助職員０人）

機械・器具

小　　　計 7,592.36㎡

5,606.00㎡ 5,606.00㎡

0㎡ ―　　　㎡ 7,592.36㎡

0㎡ ―　　　㎡運動場用地

新設学部等
の名称

(５)

学術雑誌

そ　の　他

合　　　計

0㎡

―　　　㎡0㎡

0㎡ ―　　　㎡

20

点

　　　　いる場合、複数の様式に分ける必要はありません。なお、「(１)校地等」及び「(２)校舎」は大学全体の数字を、その他の

（　5,000　） （　20　）

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

区　　　　分 開設年度

（注）・　届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。(複数のキャンパスに分かれている

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。)

　　　　併せて提出してください。

冊

60〔30〕　

　　　・　校舎等建物の計画の変更(校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延)がある場合は、「建築等設置計画変更書」を

〔うち外国書〕 点種

㎡

（　20　）

3,100〔3,100〕　 95 5,000 20

（3,012〔3,012〕） （　450　） （　5,000　）

体育館以外のスポーツ施設の概要

学生１人当り
納付金

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積

経費
の見
積り

1,700千円 1,400千円

(８)

共 同 研 究 費 等

完成年度

第１年次 第２年次 第３年次

5,000千円

開設年度

5,000千円

区　　分

30,000千円

―　　千円

第６年次

開設前年度

1,400千円

10,000千円

―　　千円

50,000千円12,000千円

500千円

150,000千円設備購入費

図書購入費

第４年次 第５年次

12,000千円

計

福岡看護学部
7,000〔700〕　

（68〔20〕）

（9,056〔700〕） （68〔20〕）

7,000〔700〕　

（9,056〔700〕）

60〔30〕　

（3,012〔3,012〕） （　450　）

3,100〔3,100〕　 95

点

5,000

教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等

３９８㎡

完成年度

600千円

図
書
・
設
備

65席

面　　　　　積

　　　　理由及び報告年度「（23）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、その

(６) 図　　書　　館
25,000冊

閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

1,400千円
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就任辞退（21）

　｢後任未定｣平成23年4月

　から専任教員採用予定で

　選考中。

　専門は３年次、基礎科目は

　平成22年度は担当者を変更

　するため，支障はない。(22)

　平成23年4月、井上都は

　助教に昇格。(23)

　退職平成22年3月31日　　　

　

　

新小田　春美
（５３）

職名 就任予定年月 担当授業科目名

基礎ゼミナールⅠ（演習）

専任・

兼任　

兼担・

の別　

感染看護論

５　教員組織の状況

＜福岡看護学部　看護学科＞

氏　　名
（年　齢）

職名 就任予定年月

専任・

氏　　名
（年　齢）

（１） 担当教員表

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

の別　

研究方法論

　 基礎ゼミナールⅡ（実習）

　 病気の成り立ち

平成22年４月

総合看護演習

総合看護実習

コミュニケーション・生活支援実習

リプロダクティブヘルス看護学実習

　

看護過程論実習

研究方法論

基礎ゼミナールⅡ（実習）

卒業研究

臨床関連技術論

　 リプロダクティブヘルス看護学概論

研究方法論

平成22年4月

基礎ゼミナールⅠ（演習）

専任 教授

生活支援技術論

基礎ゼミナールⅠ（演習）

基礎ゼミナールⅡ（実習）

感染看護論

専任 准教授 平成22年４月
基礎ゼミナールⅠ（演習）

基礎ゼミナールⅡ（実習）

下條　三和
（58）

後任未定

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

生活支援技術論

臨床関連技術論

総合看護演習

総合看護実習

病気の成り立ち

リプロダクティブヘルス看護学概論

リプロダクティブヘルス看護学実習

研究方法論

卒業研究

専任 井上　都

(45)

助教

　退職平成22年3月31日　　　

　平成22年度より担当者の変更(22）

　ｼｪﾘﾌ多田野亮子

　退職平成23年3月31日　　　

　平成23年度より担当者の変更(23）

　渡邉晴美　　　

　退職平成23年3月31日　　　

　平成23年度より担当者の変更　

　下條三和(23)　　　

　退職平成22年3月31日

　平成22年度より担当者の変更(22）

　退職平成22年3月31日　　　

　平成22年度より担当者の変更(22）

　今村恭子　　　

　退職平成23年3月31日　　　

　平成23年度より担当者の　

　変更(23)　　　

平成23年５月専任総合看護実習

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

青山　和子
（５８）

平成21年4月

専任

臨床関連技術論

　

村田　和子
（３９）

平成21年4月

病気の成り立ち

看護過程論実習

生活支援技術論

臨床関連技術論

基礎ゼミナールⅠ（演習）

理論看護学

　

助教

総合看護演習

研究方法論

講師

(41)

生活支援技術論

専任 准教授 卒業研究

平成21年4月

基礎ゼミナールⅠ（演習）

平成22年４月

総合看護実習

基礎ゼミナールⅡ（実習）

下條　三和

　

古庄　夏香
（３６）

卒業研究

総合看護演習

コミュニケーション・生活支援実習

理論看護学

研究方法論

　

平成22年４月

橋本　茂子 平成22年４月

(58)

平成22年４月

　 基礎ゼミナールⅡ（実習）

　 病気の成り立ち

専任

専任 講師

看護過程論

専任 助教

(45)総合看護演習

看護過程論 今村　恭子

総合看護実習

生活支援技術論

臨床関連技術論

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

専任

専任 助教

講師 安藤　敬子

臨床関連技術論

(56)

病気の成り立ち

理論看護学

看護過程論

研究方法論

看護過程論

総合看護演習

看護過程論実習

看護過程論実習

(55)

研究方法論

コミュニケーション・生活支援実習

総合看護演習

平成23年４月

(38)

生活支援技術論

総合看護実習

ｼｪﾘﾌ多田野亮子

姫野　深雪

総合看護実習

准教授

基礎ゼミナールⅠ（演習）

基礎ゼミナールⅡ（実習）

病気の成り立ち

理論看護学

生活支援技術論

臨床関連技術論

卒業研究

総合看護演習

総合看護実習

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

生活支援技術論

専任 准教授 平成22年４月 卒業研究

専任 助教
(49) 基礎ゼミナールⅡ（実習）

基礎ゼミナールⅠ（演習）渡邉　晴美

臨床関連技術論

コミュニケーション・生活支援実習
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　平成21年7月

　大町福美准教授就任辞退のため

　平成22年度より担当者の変更(22）

　渡邉晴美　　　

　退職平成23年3月31日　　　

　平成23年度より担当者の変更　

　長弘千惠(23)　　　

　本務先の都合により就任が遅延（22）

　専門は平成22年10月より開講、

　基礎科目は平成22年度は担当

　者を変更するため，支障はな

　い。

　平成23年4月、上田智之は

　助教に昇格。(23)

臨床関連技術論

リプロダクティブヘルス看護学実習

総合看護演習

総合看護実習

専任

　 基礎ゼミナールⅡ（実習）

　

卒業研究  准教授

リプロダクティブヘルス看護方法論

研究方法論

　

地域看護診断論

地域看護方法論

地域看護管理論

総合看護演習

専任

基礎ゼミナールⅡ（実習）

平成22年4月

基礎ゼミナールⅠ（演習）

生活支援技術論

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

　

大町　福美
（５３）

平成22年4月

基礎ゼミナールⅠ（演習）

　

長弘　千恵
（５7）

　

総合看護実習

専任 教授

生活支援技術論

臨床関連技術論

平成22年４月
基礎ゼミナールⅠ（演習）

リプロダクティブヘルス看護方法論

研究方法論

地域・在宅看護学実習

コミュニケーション・生活支援実習

研究方法論

卒業研究

看護過程論実習

(56)

臨床関連技術論

講師

地域看護学概論

専任 助教

助教

専任

生活支援技術論

上田　智之

専任

基礎ゼミナールⅠ（演習）

平川　静江 総合看護演習

総合看護実習

リプロダクティブヘルス看護学実習

基礎ゼミナールⅡ（実習）

臨床関連技術論

(49) 基礎ゼミナールⅡ（実習）

看護過程論実習

コミュニケーション・生活支援実習

地域看護管理論

地域看護学概論

地域看護診断論

地域看護方法論

渡邉　晴美

卒業研究

(33)

平成22年４月

地域・在宅看護学実習

研究方法論

卒業研究

総合看護演習

コミュニケーション・生活支援実習

看護過程論実習

生活支援技術論

総合看護実習

平成22年10月長弘　千恵

(58)

教授

平成22年４月

　平成22年４月

　人事上、松下智美の職位が助手

　での就任のため、平成２２年度

　　より担当者の変更(22)　　　　　

　平成23年4月、松下智美は

　助教に昇格。(23)

福岡山王病院予防医学センター

に就任のため辞退。（22）　

就任辞退（22.3）

本務先の変更のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の都合のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の変更のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の都合のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の都合のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の都合のため辞退

就任辞退（22.3）

本務先の都合のため辞退

兼任 講師

井出幸二郎（21）

（39）
厳　紅
（42）

平成21年4月 スポーツと科学

講師

兼任

平成22年4月

兼担 教授 公衆衛生学 兼担 教授
諌山　照刀

（63）

社会生活と法

兼任 講師
宍戸　華子

（31）
平成21年4月

教授
齊場　三十四

（68）

人間と芸術 兼任 講師

兼担

平成22年4月 公衆衛生学

兼担 教授
柴田　滋
（60）

平成21年4月 社会生活と法

佐々木　淳
（62）

平成22年4月

高野　尚子
（47）

平成22年4月 人間と芸術

兼任 講師
厳　紅
（43）

平成22年4月 スポーツと科学

戸ケ里　泰助
（35）

平成22年4月 保健行動論

二村　聡
（41）

平成22年4月 免疫と感染

兼任

平成22年4月 音楽療法講師

保健行動論

兼任 講師
伊　美暻
（45）

平成21年4月 医療ハングル 医療ハングル

教授
長弘　千惠

（58）
講師

兼任

兼任

免疫と感染

音楽療法

平成22年10月

講師
伊　美暻
（47）

平成23年4月

専任

溝上　由紀子
（39）

兼任 講師
姫野　國祐

（65）
平成21年4月

講師
宍戸　幽香里

（63）
平成21年4月兼任

　 成人慢性期・終末期看護方法論

　

松下　智美
（３４）

平成22年4月

　

コミュニケーション・生活支援実習

基礎ゼミナールⅡ（実習）

臨床関連技術論

　

専任 准教授

成人看護学実習Ⅱ（慢性期・終末期）

基礎ゼミナールⅠ（演習）

専任 助教 総合看護演習 専任 助教 松下　智美
(35)総合看護実習

総合看護演習

総合看護実習

コミュニケーション・生活支援実習

臨床関連技術論

看護過程論実習

生活支援技術論

平成22年４月

平成21年11月

基礎ゼミナールⅠ（演習）

専任
生活支援技術論

臨床関連技術論
助教

増滿　誠
（36）

看護過程論実習

基礎ゼミナールⅡ（実習）

成人慢性期・終末期看護方法論

成人看護学実習Ⅱ（慢性期・終末期）

臨床関連技術論

下條　三和
（58）

平成22年４月
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（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢(科目就任時の満年齢ではありません)を，「変更状況」には

　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（２） 専任教員数

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，
　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の
　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（　1　） ［　0　］

7

准教授

［　1　］（　3　） （　5　） ［　3　］ 3

7 26

［　3　］

36 4

（　3　） （　12　） （　0　） ［　△1　］

0 5 7

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

6

教　授

7 23

助　手准教授 講　師 助　教 助　手計
備　　　　　考

講　師 助　教 計教　授
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　本務先の都合により就任辞任(平成２２年４月就任予定であったが、平成２１年３月辞退の申し入れ）（21）

職　位

教授

番　号

1

専任教員氏名

新小田　晴美

（３） 専任教員辞任等の理由

辞任（就任辞退を含む）等の理由

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

2 准教授 青山　和子 　体調不良により、勤務継続が困難となった。

　３人の辞退理由はやむをえないものと判断した。なお、後任については補充できたので教育には支障をきたさない。また、学生指導と
してグループ担任制を実施しているが１年交代で担任することとしており学生に不安を与えることはなく、オリエンテーションで周知し
た。臨地実習に向けての新体制も整い、平成２４年４月までには、教授を就任させ、完成年度に向けて教育体制の充実をはかる。

4 村田　和子助教

　ご主人の単身赴任による、家庭の事情（子供の養育）のため、勤務が困難となった。

5 准教授

講師 古庄　夏香3

大町　福美 　本務先の都合により就任辞任(平成２２年４月就任予定であったが、平成２１年７月辞退の申し入れ）

　両親の介護の為、フルタイムの勤務を継続する事が困難となった。

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（22年1月）

６　留意事項に対する履行状況等

（注）・「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　　してください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

　　　　ください。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　　福岡看護学部FD委員会（本校規程準用）

　　　　福岡リハビリテーション学部と合同のFD委員会（本校規程準用）

　　　　合同のFD委員会(８名）　　　　　１回開催

　　　　本学関連病院での看護師研修

　　　　本学部助教の教育力向上研修

　　　　「ケアリング・アイランド九州沖縄構想」の企画への参加

　　　　福岡看護学部FD研修会の実施

　　　　組み立て、実施。

　　　・福岡県立大学を幹事校とし、九州・沖縄の看護系大学13大学が連携した「ケアリング・アイランド九州沖縄

　　　　構想」の連携校（21年度文科省助成）として参画。

　　　　　関連病院である高木病院及び福岡山王病院の看護師に対して電子カルテ導入や看護研究の研修を実施。

　　　・助教の教育力向上研修

　　　・ケアリング・アイランド九州沖縄構想

　　　　　具体策・ケアリングFD/CSD（大学教員および臨床実習指導者の教育力開発）

　　　　　　　　・卒後リメディアル・サポート（卒後１年目を対象にした離職予防：メンタリングと技術支援）

　　　　　　　　・学生を核とするケアリングコンソーシアム実施。

　　　　　これらを元に各大学の特長を生かした地域貢献プログラムを数カ月にわたり順に展開していくケアリング

　　　　　プログラムを実施。

該当なし

７　その他全般的事項

＜福岡看護学部　看護学科＞

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び

　　　　法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　　　・関連病院看護師の研修

②　実施状況

　ａ　実施内容

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　※関係規程等を転載又は添付すること　→　別添

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・関連病院の看護師に対して当該病院で看護研究を展開する基礎的な知識を養うのための看護研究プログラムを

　　　・福岡看護学部助教力向上の為の研修プログラム組み立て、実施。

　　　　福岡看護学部FD委員会（４名）　　１回開催

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｂ　実施方法

　　　　本校FD研修会への参加

　　　　　助教に授業案を作成させ。授業担当教員の指導、了解のもと授業を実施する。学部内FD委員が、参加観

　　　　　察し授業終了後当人を交えて授業方法、内容等について討議して教育方法の改善に資する。
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　　　　　　　　　　　　福岡山王病院　２回　　８３名参加

　　　　・看護師研修は実習病院でもあることから臨地実習において看護研究の研修成果が生かされることが期待

　　　　　できる。

　　・自己点検・評価報告書を刊行し，学内では役員等、教員及び附属施設の長等各１冊を配布、学外では、

　　　文部科学省、日本私立学校振興・共済事業団、日本私立大学協会等の関係団体、医療・保健・福祉系

　　　の国公私立大学、前記以外の自己点検評価報告書の寄贈を受けた大学、主な学外実習施設、自己点検・

　　　評価委員会外部委員、地元記者クラブに各１冊配布

　　　期間内のいつ受けるかは学内で検討中。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　　　・助教の教育力向上研修はＦＤ委員による意見・討議が授業に生かされることが期待される。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　　　別紙のとおり

　　・大学ホームページ上に公開予定（平成２３年１２月を予定）

　　　　・ケアリング・アイランド九州沖縄　(21年度７回実施延４９人参加）

　　　　いて記入してください。

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２３年１２月１日　公表

　ｂ　公表方法

③　認証評価を受ける計画

　　・平成１９年度に評価機関（財団法人日本高等教育評価機構）の認証評価を受けた。次回、法令に定められた

　　　　根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　・看護師研修　　高木病院　８回　　１５０名参加

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　　・助教力向上研修　看護学部の助教（22年度７人参加）
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　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

（４） 情報提供に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.iuhw.ac.jp）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（平成２３年１２月１日）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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国際医療福祉大学 FD 委員会規程 
 

（設置） 
第１条 国際医療福祉大学学則第 11 条に基づき、本学の学部ごと又は複数学部にまたがって FD 委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（目的） 
第２条 委員会は、本学の定める教学の基本方針にしたがい、教育法の改善及び教員の資質の向上な

ど FD（ファカルティ・ディぺロプメント）に関して討議を行い、より質の高い教育方法の推進を

図るものとする。 
（委員会の構成） 
第３条 委員会は、次の各号の委員をもって構成する。 
 一 学部長の意見を聴いて学長が指名する各学科の専任教員、及びセンターがある場合にあっては

センターの専任教員 
 二 学長が必要と認めた者 
２ 前項第一号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の 
 委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３ 第１項第二号の委員の任期は、学長が必要と認める期間とする。 
（委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き、委員の中から学長が指名する。 
２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する。 
（委員会の成立） 
第５条 委員会は、半数以上の委員の出席により成立する。 
２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところに 
  よる。 
（委員以外の出席） 
第６条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。 
（事務処理） 
第７条 委員会の事務は、各キャンパス教務事務主管課の長が取り扱う。 
（雑則） 
第８条 委員会の運営に関し必要な事項は、委員会の議を経て学長が別に定める。 
 

附 則 
この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 
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別紙 
① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 
１ 専門的な看護実践を行うための知性と感性を備え、人間の成長・発達を支援できる

専門職者の育成 
 福岡看護学部は平成 21 年 4 月に国際医療福祉大学の基本理念を踏まえ、豊かな人間

性と広い視野を持ち、変化する医療環境と保健医療に対する社会的要請に応えられ、応

用能力のある看護師・保健師及び将来指導者となる人材養成を目指して、スタートした。

初年度は入学定員 80 名に対して 102 名を受け入れ、2 年目の今年度も 102 名を受け入

れた。授業は計画通り順調に推移している。 
  学生に対する学習支援と生活支援は基礎ゼミナールの位置づけで、少人数制のきめ細

やかな指導を行っている。 
 
２ 実習等の授業、研究指導での付属病院、関連病院の活用 
 本学部の主たる実習施設となる高邦会高木病院と福岡山王病院は国際医療福祉大学

の関連病院である。両病院看護部と共同して臨床指導者や看護師への研修（電子カルテ

導入や看護研究）を本学部教員により実施している。また、夏期休業中には、教員の病

院研修を計画している。なお他病院においても実習施設の充実を図るための研修カリキ

ュラムを策定する予定である。 
 
３ 教育課程編成の考え方 
 教育課程は、認可後、カリキュラム進行上授業科目の組み立てを編成し直す必要が生

じた。学生のレディネスを踏まえフィジカルアセスメントを 2 年次前期から 1 年次後期

に、臨床関連技術論を 2 年次前期から 1 年次後期に、さらに災害看護論を 4 年次後期

から 3 年次前期に変更する。（平成 22 年度から実施） 
 
４ 教育環境の整備 
教員組織については、学年進行 2 年目を迎え新たに 15 名が就任し、看護の全領域を

カバーできた。なお若干名の未就任者については学年進行で補充していく。 

  教員の質の向上、ＦＤの観点から、昨年度途中採用者を含めた 7 人の助教を対象に教

育力の向上を目指して研修プログラムを組み実施する。 

 図書については指定図書の整備等を継続していく。 

サークル活動の場の要求に対し、場所の確保、移動手段等検討課題と認識している。

設置の趣旨・目的を円滑に達成できるよう配慮し鋭意努力しているところである。 
                                    以上 
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 図書については指定図書の整備等を継続していく。 

サークル活動の場の要求に対し、場所の確保、移動手段等検討課題と認識している。

設置の趣旨・目的を円滑に達成できるよう配慮し鋭意努力しているところである。 
                                    以上 



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

保健医療学部 人

看護学科 4 100 400 1.28 平成7年度

理学療法学科 4 80 320 1.27 平成7年度

作業療法学科 4 80 320 1.24 平成7年度

言語聴覚学科 4 80 320 1.18 平成7年度

視機能療法学科 4 40 160 1.28 平成14年度

放射線・情報科学科 4 100 400 1.28 平成7年度

医療福祉学部

4 160 5 650 1.12 平成21年度

栃木県大田原市
北金丸2600番1

学士（看護
学）

学士（理学療
法学）

学士（作業療
法学）

学士（放射
線・情報科
学）

４　既設大学等の状況

　国際医療福祉大学

学士（言語聴
覚学）

学士（視機能
療法学）

医療福祉・マネジ
メント学科

学士（医療福
祉学）

医療経営管理学科 4 100 400 - 平成9年度

医療福祉学科 4 140 5 570 - 平成9年度

薬学部

薬学科（6年制） 6 180 1080 学士（薬学） 1.00 平成18年度

福岡リハビリテー
ション学部

理学療法学科 4 80 320 1.14 平成17年度

作業療法学科 4 40 160 1.12 平成17年度

言語聴覚学科 4 40 160 1.05 平成19年度

福岡看護学部

看護学科 4 80 320 1.27 平成21年度

平成21年度から
学生募集停止

平成21年度から
学生募集停止

福岡県大川市榎
津字中曽利137
番1

学士（理学療
法学）

学士（作業療
法学）

学士（言語聴
覚学）

学士（医療ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ学）

学士（医療福
祉学）

学士（医療経
営管理学）

福岡県福岡市長
浜1丁目3番1号学士（看護

学）

9



既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

看護学科 4 50 200 1.11 平成18年度

理学療法学科 4 40 160 1.37 平成18年度

作業療法学科 4 40 160 1.24 平成18年度

医療福祉学研究科

保健医療学専攻 2 100 200 1.28 平成11年度

（修士課程）

医療福祉経営専攻 2 50 100 1.26 平成13年度

（修士課程）

臨床心理学専攻 2 25 50 1.00 平成19年度

小田原保健医療学
部

学士（看護
学）

神奈川県小田原
市城山一丁目2
番25号

学士（理学療
法学）

学士（作業療
法学）

栃木県大田原市
北金丸2600番1

修士（保健医
療学）

修士（看護
学）

修士（助産
学）

修士（医療福
祉経営）

修士（医療福
祉）

修士（診療情
報管理学）

臨床心理学専攻 2 25 50 1.00 平成19年度

（修士課程）

保健医療学専攻 3 50 150 1.27 平成13年度

（博士課程）

薬科学研究科

2 15 30 0.33 平成22年度

博士（医療福
祉学）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

修士（臨床心
理学）

東京都港区南青
山一丁目3番3号

博士（保健医
療学）

栃木県大田原市
北金丸2600番1

博士（看護
学）

博士（助産
学）

博士（医療福
祉経営学）

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　　大学において専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

生命薬科学専攻
（修士課程）

修士（薬科
学）

　　　・　届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

保健医療学部 人

看護学科 4 100 400 1.28 平成7年度
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福岡看護学部
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福岡県福岡市長
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福岡県大川市榎
津字中曽利137
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学士（理学療
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医療福祉・マネジ
メント学科
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ｼﾞﾒﾝﾄ学）
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北金丸2600番1
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既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地
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神奈川県小田原
市城山一丁目2
番25号
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　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

生命薬科学専攻
（修士課程）

修士（薬科
学）

　　　・　届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

修士（臨床心
理学）

東京都港区南青
山一丁目3番3号

博士（保健医
療学）

栃木県大田原市
北金丸2600番1

博士（看護
学）

博士（助産
学）

博士（医療福
祉経営学）

博士（医療福
祉学）

祉）

修士（診療情
報管理学）
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　　　　大学において専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期
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